
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野鳥公園の干潟には、カニなどの生きものがたくさん暮らしています。

干潟で遊びながら、生きものたちと触れ合ってみませんか？ 

 

 

□2023年 7月 2日（日） 10：00－12：00 

□持ち物：汚れてもよい服装（長袖・長ズボン推奨）、長靴（サンダル不可）、軍手、タオル、 

帽子、飲み物、レインウェア（雨天時） 

□対象：５歳～小学３年生までとその保護者/定員 15名 

□集合場所：ネイチャーセンター2階（受付 9：45～） 

潮入りの池の外周を巡ります。普段は入れない保護区の中の 

鳥、虫、植物などの生きもの観察を行います。 

 

■電話受付 

03-3799-5031 までお電話ください。 

■メール受付 

yachokouen.event@wbsj.orgまで 

「行事名、参加者全員の名前、年齢、 

※ガイドツアーの場合は双眼鏡の貸し出し希望の 

有無」をお送りください。 

申込：6/15-6/29 メール受付 

□2023年 7月 9日（日） 13：00－15：30 

□持ち物：帽子、飲み物、あれば双眼鏡（無料貸出あり）、歩きやすい靴（サンダル不可） 

□対象：2キロ余りを歩ける方（小学生以下は保護者同伴）/定員 20名 

□集合場所：ネイチャーセンター2階 

申込方法 

申込：6/24-7/8 電話受付 

※イベントは、荒天時や熱中症警戒アラート発令時は 

中止もしくは変更になることがあります。 

 

次のページにつづきます 

mailto:yachokouen.event@wbsj.org


 

 

 

 

 

 

 ※荒天時は、中止もしくは変更になることがあります。 

 

作成：都立東京港野鳥公園 

長靴なしで干潟を観察しよう！ 

ネイチャーセンター地下 1階がた潟ウォークに 

ボランティアスタッフが常駐し、干潟の生きものを解説します。 
申込：不要 

絵本作家・村上康成さんによる作品展。 

日本野鳥の会の会報誌で連載しているエッセーの原画を展示します。 

野鳥だけでなく、さまざまな生きものたちが色とりどりに描かれています。 

□2023年 7月 16日（日）10：30－11：30 時間内出入り自由 

□対象：どなたでも  

□集合場所：ネイチャーセンター地下 1階 がた潟ウォーク 

 

夏休みのスペシャルイベント！ 

夜の生態園で活動する生き物を観察しませんか？ 

□2023年 7月 22日（土）～ ８月 31日（木） ネイチャーセンター開館時間中 

□場所：ネイチャーセンター1階 企画展示室 

長靴なしで干潟を観察しよう！ 

ネイチャーセンター地下 1階がた潟ウォークに 

ボランティアスタッフが常駐し、干潟の生きものを解説します。 

□2023年 7月 29日（土）17：30-21：00 雨天中止 

□持ち物：長袖、長ズボン、帽子着用、サンダルは不可、懐中電灯、虫よけ対策グッズ、軽食 

□対象：小学生親子/定員 20名 

□集合場所：自然学習センター 

□2023年 7月 30日（日）10：30-11：30 時間内出入り自由 

□対象：どなたでも 

□集合場所：ネイチャーセンター地下１階 がた潟ウォーク 

申込：不要 

申込：7/21-7/28 電話受付 

申込：不要 



 

自然生態園ナイトツアー 参考資料 

ヤンマの黄昏飛翔 
種類：アオヤンマ、ネアカヨシヤンマ、ヤブヤンマ、マルタンヤンマ、ギンヤンマなど。 

時期：７月から８月 

時間：朝５時から７時と夕方１７時から１９時 

場所：池の上空や池周辺の開けた場所の上空 

条件：湿度が高く風の弱い日 

黄昏飛翔とは：朝夕の一刻に多く発生するユスリカなどの小昆虫を食べるための摂食活動の事。 

日中の居場所：暑い日中は薄暗い林の中で翅を休めている。 

備考：夕方アブラコウモリが飛び始めると黄昏飛翔は終了時間を迎える。 

課題：飛んでいるヤンマのシルエット姿で種類を見分けられるようになろう。 

 

マルタンヤンマ ♀ マルタンヤンマ（産卵） 

 
          ネアカヨシヤンマ ♂ ネアカヨシヤンマ ♂ 

 
               ギンヤンマ ♂ ギンヤンマ連結産卵 

 
 

 

 



 

セミの羽化 
羽化順：ニイニイゼミ、クマゼミ、アブラゼミ、ミンミンゼミ、ヒグラシ、ツクツクボウシ。 

時期：７月から８月 

時間：日没から夜中 

場所：樹木が多い公園や緑地。ソメイヨシノとニレ科の樹木を好む。 

条件：湿度が高い日 

備考：幼虫は日没後から地上に出てきて樹木に登り羽化する。稀に昼間羽化する個体もいる。 

羽化の後、鳴くまでに１週間程度かかる。メスは鳴かない。 

課題：幼虫の体型や羽化の時の色、羽化殻で種類を見分けられるようになろう。 

 

アブラゼミ（昼間の羽化）        クマゼミの羽化 

 
 ミンミンゼミの羽化            ツクツクボウシの羽化     オオカマキリに捕食された幼虫 

 

 アブラゼミの羽化殻 ニイニイゼミの羽化殻 

 
 

 



 

樹液に集まる昆虫 
昆虫：カブトムシ、クワガタ、カナブン、ハナムグリ、チョウ、ガ、ハチなど。 

時期：７月から９月 
時間：昼夜 
場所：クヌギ、コナラ、ヤナギ、アキニレ、ハルニレ、タブ、イタヤカエデ、オニグルミなど。 
条件：樹液が出ている木を探そう。 
課題：昼と夜に集まる種類の違いを調べてみよう。 
 

コナラの樹液場                             ハルニレの樹液場 

 
オオムラサキ                            スミナガシとカナブン 

 
カブトムシ ノコギリクワガタ クヌギの樹液場 

 
※野鳥公園以外で撮影した写真も含まれています。 

注意：ハチに近寄ってしまった場合は、絶対に走って逃げず、ゆっくり通り過ぎること。 
夜の昆虫観察は視界が狭くなり大変危険なので、必ず場所に詳しい大人と一緒に行きましょう。 
 


